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モノレール技士認定店規約

モノレール工業協会

１．（目的）

モノレール事業に携わる販売店及びレンタル業者（以下、関係者）が積極的な安全啓発および秩序向

上を行なうことにより、業界全体が発展することを目的とする。

２．（モノレール技士認定店制度）

1 級技士 1 名以上を正規従業員（経営者含む）として雇用し、且つ２級技士１名以上を雇用している

関係者で、モノレール工業協会正会員（以下、会員）の推薦を受け会員全員が承認した会社を、モノ

レール技士認定店(以下、認定店)とし認定証を交付する。    

また認定店は、５年に 1 回以上の会員の教育講習（有料）を受講することが望ましい。

尚、認定店はモノレール工業協会（以下、協会）が認定する。

   ※認定店については技士資格の更新費用を半額免除とする。

※会員は 1級技士更新費用の６０％、２級・３級技士更新費用の５０％を協会へ支払う。

＊認定料金…５０，０００円（税別・送料別）

        

３．（資格の喪失）

(1）協会の認定した認定店が、目的に反する行為や技士の責任による事故、規約違反を為したとの報告を

受けた場合、技術委員会で事実確認及び協議を行い、認定証を取り消すこともある。原則として、技

術委員会で全員の賛成で可決とする。

(2）（1）の資格喪失後は、喪失日より向こう３年は資格取得ができない。また、喪失の３年後に技術委員

会の審議にて資格取得認定の承認決定後、取得手続きを行う。

(3)モノレール技士認定店の所属技士が資格を喪失した場合、喪失日より向こう１年以上のモノレール技

士認定店の認定は無効となり、その期間は認定証を協会へ返還する。その場合の認定料は返金しない。

また、喪失の１年後に技術委員会の審議にて再認定の承認決定後、認定証を再発行する。

４．（改訂記録）

（1）平成３０年４月１日     （2）令和３年４月１日      (3) 令和４年４月１日

（4）令和６年１０月１１日
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